
ホッ
トな福祉情報誌

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は
音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。
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特集
見えてきたのは、介護の仕事を
正しく伝えることの大切さ

特集
だれが一番シャボン玉飛ばせるかなぁ？
子どもたちのキラキラ笑顔も空高くまで
届きそう！
（たまかわクックの森・玉川村）

運営適正化委員会
選考委員会委員候補者の公示

運営適正化委員会について

����

�月
������

～「介護の仕事に関する意識調査報告」から～

2022年度シリーズ

ふくしまのみらい

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会



福島県福祉人材センター
ホームページ

教員の皆様がもつ介護の仕事へのイメージ
（『福祉施設・事業所職員就労意識調査』結果との比較）

「介護の仕事に関する意識調査」
調査対象 /主に進路を担当する職員の方　　調査期間 /令和3年10月1日～15日
調査回収率 /77.84％（配布数 325：中学校 224、高校 101　回収数 253：中学校 117、高校 76）

グラフ ❶ グラフ ❷ グラフ ❸

グラフ ❹

グラフ ❼

グラフ ❽

グラフ ❺ グラフ ❻

「福祉施設・事業所職員就労意識調査」
調査対象 /県内の福祉施設・事業所に勤務し日常的に利用者の支援に直接にあたっている職員
調査期間 /令和 2年12月1日～16日　　調査回収率 /57.4％（配布数 5,415、回収数 3,115）

設問4

『福祉施設・事業所職員就労意識調査』調査結果より（一部抜粋）参考

本調査の
詳しい内容は
こちら

介護分野
?

?

取れている 46.8%

0 ～10 時間未満 78.7%

取ろうとすれば取れる 43.6%

取れない 8.5% 無回答 1.1%

10 ～20 時間未満 12.7%

40 時間以上
1.3%

無回答
1.3%

20 ～30 時間未満 4.2%
30 ～ 40 時間未満 1.8%

なくてはならない仕事だと
思いますか

やりがいがある仕事だと
思いますか

労働時間

教育体制休　日賃金・給与

有休休暇（代休以外）は取りやすいか 現在勤務している福祉施設・事業所で
やりがいを感じること（上位３項目）

月平均の残業時間

やや思う
1%

思う
99%

思う
69％

やや思う
26％

あまり思わない
3％

分からない・
イメージできない

2％
やや少ない
1％ 分からない・

イメージできない
16％ 多い

32%

やや多い
51%

悪い
2％

分からない・
イメージできない

47％

良い
8%

やや良い
31%

やや悪い
11%

やや低い
51%

低い
26%

やや高い
2%

分からない・
イメージできない

20%

やや少ない
43％

少ない
13％

分からない・
イメージできない

37％

多い
1%無回答

2% やや多い
4%

利用者の援助・支援や生活改善に繋がる

利用者やその家族に感謝される

自分が成長している実感がある

1

2

3
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果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
仕
事

に
魅
力
や
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
勤
務

す
る
方
が
多
い
こ
と
も
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

教
員
の
皆
様
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
と
介
護

の
仕
事
の
実
際
に
は
差
が
あ
り
、
介
護
の

仕
事
や
教
育
体
制
な
ど
の
正
し
い
情
報
が

行
き
届
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

県
内
の
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
進
路

を
担
当
す
る
教
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
介
護
の
仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

や
、
介
護
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
全
部
で
９
つ
の
設
問
を

用
意
し
ま
し
た
が
、
今
特
集
で
は
、
そ
の

中
の
設
問
４
「
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か
教
え
て

く
だ
さ
い
」
の
集
計
結
果
を
中
心
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

各
項
目
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
ペ
ー

ジ
（
グ
ラ
フ
❶
〜
❻
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

回
答
者
の
９
割
以
上
の
方
が
「
介
護
の

仕
事
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
」
で
あ

り
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
だ
と
い

う
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
一
方
で
、

身
体
的
・
精
神
的
負
担
、
労
働
時
間
、
給

与
な
ど
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
否
定
的

な
評
価
が
上
回
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
の
仕
事
は
大
変
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
生
徒
の
将
来
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
描
き
に
く
く
、
職
業
選
択
や

進
路
選
択
の
妨
げ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
結
果
も
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

休
日
や
教
育
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
教
員

の
方
々
が
「
分
か
ら
な
い
・
イ
メ
ー
ジ
で

UP
ZOOM

特集

見えてきたのは、介護の仕事を
正しく伝えることの大切さ

今月号の特集では、福島県社会福祉協議会が福島県より委託を受け、令和３年度に実施した「介護の仕
事に関する意識調査（中学校及び高等学校の教員への調査）」の結果に着目し、調査結果から見えてきた
こと、結果を踏まえた提案、事例についてご紹介します。

介
護
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
に

肯
定
的
評
価
が
多
い
一
方
で

「介護の仕事に関する意識調査報告」から

き
な
い
」
と
答
え
た
割
合
の
多
か
っ
た
項

目
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所

で
働
く
職
員
を
対
象
に
令
和
２
年
度
に
実

施
し
た
「
福
祉
施
設
・
事
業
所
職
員
就
労

意
識
調
査
」
で
は
、
有
給
休
暇
は
「
取
れ

て
い
る
」「
取
ろ
う
と
す
れ
ば
取
れ
る
」

の
割
合
が
多
く
（
グ
ラ
フ
❼
）、
残
業
時

間
に
つ
い
て
も
「
0
〜
10
時
間
未
満
」
の

割
合
が
多
い
（
グ
ラ
フ
❽
）
と
い
っ
た
結

生徒に介護分野への進路を
勧めたいと思いますか。
勧めたい・勧めたくない　それぞれの理由（自由記述）

設問6より

生徒に介護分野への進路を
勧めたい理由（抜粋）

生徒に介護分野への進路を
勧めたくない理由（抜粋）

中学校
・やりがいがあり、必要不可欠
な仕事だから

・AI にはできない人との関わり
が必要な仕事であるから

高　校
・学業だけではなく、本人の資
質を活かして働ける職場である
と思うから

・スキルアップが可能であり、資
格があれば様々な場所で仕事
ができるから

中学校
・精神的、身体的疲労が多いと
感じているから

高　校
・なくてはならない仕事だとは思
うが賃金面で他業種より劣る
ため
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▲左から遠藤悟史さん、松本亜紀さん

正しい情報と現場の声が介護の古いイメージを刷新
一歩踏み出す背中を押す力になる

L
I
F
E
教
育
」※
1
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
高
校
生

を
対
象
に
年
１
回
開
催
し
て
い

る
と
の
こ
と
。「
福
祉
業
界
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一

番
な
の
で
、
ブ
ー
ス
で
は
福
祉
・

介
護
の
仕
事
を
伝
え
た
後
、
石

川
福
祉
会
の
魅
力
を
話
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
に
は

石
川
郡
以
外
の
生
徒
さ
ん
も
来

る
の
で
す
が
、
須
賀
川
市
か
ら

参
加
し
た
と
い
う
生
徒
さ
ん
に

『
家
の
近
く
に
も
社
会
福
祉
法
人

が
あ
る
な
ら
、
そ
こ
を
見
学
す

る
の
も
い
い
よ
』
と
伝
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
松
本
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　

去
る
６
月
、
県
社
協
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
高
校
生
の
職

場
見
学
を
担
当
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
た
ま
か
わ
荘
主
任

生
活
相
談
員
の
遠
藤
悟
史
さ
ん

も
「
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
」
を
第
一
に
意
識
し
た
そ
う

で
す
。「
車
イ
ス
や
介
護
用
の

ベ
ッ
ド
の
値
段
を
伝
え
る
と
、

『
へ
え
〜
』
と
い
う
感
じ
で
興
味

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
」。
参
加

し
た
高
校
生
に
「
休
日
」
と
「
給

与
」
の
話
で
究
極
の
選
択
を
し

て
も
ら
う
と
、
全
員
が
「
休
日
」

を
選
ん
だ
と
の
こ
と
。「
介
護
は
、

お
給
料
も
休
日
も
ち
ゃ
ん
と
あ

る
仕
事
と
自
信
を
持
っ
て
伝
え

ま
し
た
。
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
※
2
や
高
校
卒
業
後
、

働
き
な
が
ら
資
格
を
取
り
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
こ
と
も
紹

介
し
て
い
ま
す
」
と
遠
藤
さ
ん
。

「
福
祉
の
分
野
は
広
い
の
で
先
生

方
が
支
援
制
度
ま
で
把
握
す
る

の
は
大
変
で
す
。
そ
う
し
た
時

に
説
明
会
な
ど
で
詳
し
い
情
報

を
説
明
し
た
り
、
先
生
や
周
り

の
大
人
が
も
つ
介
護
の
イ
メ
ー

　

い
ま
介
護
の
現
場
は
、
ま
さ

に
日
進
月
歩
で
変
化
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
石
川
福
祉

会
（
以
下
、石
川
福
祉
会
）
で
は
、

変
わ
る
介
護
を
正
し
く
伝
え
よ

う
と
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関

す
る
就
職
フ
ェ
ア
や
説
明
会
等

に
参
加
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し

た
り
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
部
事
務
局
主
任
事
務
員
の

松
本
亜
紀
さ
ん
が
開
口
一
番
に

話
す
の
は
、
石
川
町
・
県
立
石

川
高
校
・
地
域
企
業
が
連
携
し

て
開
催
し
て
い
る
企
業
説
明
会

で
す
。「
い
し
か
わ
W
O
R
K
＆

ジ
を
覆
す
よ
う
な
話
が
で
き
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
遠
藤
さ
ん
に
松
本
さ
ん
も
賛

同
し
ま
す
。「
給
与
面
で
は
、
今

年
２
月
か
ら
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
を
目
的
と
し
た
賃
上
げ
施

策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
し
、

資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
金
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
介
護
は
無
く

な
ら
な
い
安
定
し
た
仕
事
で
す
。

ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
」
と
も
。
正
し
い
情
報
と
現

場
の
生
の
声
が
高
校
生
た
ち
の

背
中
を
押
す
力
に
な
る
は
ず
で

す
。

職員へのインタビュー動画や最新情報をホームページで発信している石川福祉会は、福
島県石川郡５町村に特別養護老人ホームを設置経営しているほか、ショートステイ、デ
イサービス、ケアハウス、居宅支援事業所を運営している社会福祉法人です
（http://ishikawafukushikai.jp/）

社会福祉法人石川福祉会
（石川町）

事例

町
・
高
校
・
企
業
が
連
携
し

開
催
す
る
説
明
会
で
発
信

休
日
も
あ
る
し
お
給
料
も
悪
く
な
い

介
護
の
仕
事
を
正
し
く
伝
え
る

え
ん
ど
う
さ
と  

し

ま
つ
も
と  

あ    

き

えんどうさと し まつもと  あ   き

※1　石川町の施策と県立石川高校の教育活動が一体となった学びのシステムで、地域の企業・事務所と連携して生徒の学びを支援します
※2　On-the-Job Training（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）の略。日常の仕事の中で先輩が新人を指導することで実践力を高める教育方法

▲「いしかわWORK＆LIFE教育」の一環で毎年、開催
されている企業説明会（会場：母畑温泉八幡屋）

▶
石
川
福
祉
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
こ
と
と
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、

「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
、
正
し

い
情
報
を
伝
え
る
取
組
み
を
一
つ
ひ
と
つ

行
っ
て
い
く
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
、
県
内
の
施
設
・
事
業
所
で
は
、

介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
促
進
し
て
い
こ
う

と
平
成
30
年
度
に
公
布
さ
れ
た
「
働
き
方

改
革
関
連
法
」
へ
の
対
応
に
留
ま
ら
ず
、

職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
柔
軟

な
働
き
方
、
職
員
自
ら
が
将
来
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
な
能
力
開
発
と
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
職
員
が
働
き
や
す
く
、
長
く
働

き
続
け
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
介
護
の
現
場
に
対
す
る
さ

ら
な
る
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
今
回
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
県
社
協
で
は
、
福

祉
・
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
正
し
く
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
次
の
取
組
み
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
丁
寧
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
説

明
会
」
で
す
。
通
年
で
開
催
し
て
お
り
、

高
校
等
へ
訪
問
し
、
福
祉
の
仕
事
の
説
明

や
、
福
祉
・
介
護
の
職
場
で
働
く
先
輩
の

話
を
聞
く
機
会
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
福
祉
・
介
護
の
職
場
見
学
会
」

で
す
。
県
内
の
施
設
・
事
業
所
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
生
徒
向
け
に
見
学
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
一
般
求
職
者
向
け
に
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
生
徒
や
教
員
の
方
々
に
働
き
か

け
る
た
め
に
特
に
注
力
し
て
い
る
の
は

「
高
等
学
校
教
諭
（
進
路
指
導
担
当
教
諭
）

と
の
意
見
交
換
並
び
に
施
設
見
学
会
」
で

す
。
高
校
の
先
生
方
が
福
祉
施
設
を
見
学

し
、
そ
の
取
組
み
を
聞
き
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。
昨
年
参
加
さ
れ
た
教
員
の
方

か
ら
は
、「
イ
メ
ー
ジ
が
昔
の
ま
ま
だ
っ

た
た
め
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
」「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
実
際
に

施
設
に
行
く
こ
と
が
生
徒
の
心
に
響
く
の

で
は
。
職
員
さ
ん
か
ら
『
楽
し
い
で
す
』

と
聞
け
た
の
は
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
、
参

加
者
同
士
や
施
設
側
と
の
連
携
も
図
れ
る

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
を
基
に
制
作
し
た

「
教
員
向
け
介
護
の
し
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
、
訪
問
先
の
高
校
等
へ
配
布
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
等
を
対

象
と
し
た
、
職
場
見
学
・
体
験
状
況
や
、

学
校
と
の
連
携
状
況
、
施
設
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

県
社
協
は
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
団
体
・

学
校
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
持

続
可
能
な
介
護
現
場
の
実
現
と
介
護
人
材

の
す
そ
野
を
拡
げ
る
取
組
み
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
福
祉
・
介
護
の
仕

事
の
情
報
や
現
場
の
い
ま
に
つ
い
て
、
工

夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
正
し
く
伝
え
る
取
組

み
を
積
極
的
に
実
施
す
る
、
県
内
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を

正
し
く
伝
え
る
た
め
に

県
社
協
が
注
力
す
る
様
々
な
取
組
み

調
査
結
果
か
ら
の
考
察

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

持
続
可
能
な
介
護
現
場
の
実
現
と

介
護
人
材
の
す
そ
野
を
拡
げ
る
た
め
に

教員向け介護の
仕事ガイドブック
（PDF）

当ガイドブックの
詳しい内容は
こちら

▲昨秋開催した「高等学校教諭
（進路指導担当教諭）との意
見交換並びに施設見学会」

▶「教員向け介護のしご
とガイドブック」。「職
員が働きやすく、働
き続けられる介護の
職場づくり」の取組
みを掲載しています
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　福島県共同募金会では、ＮＰＯが行う福祉活動を支
援するために、公募による助成事業を行っています。
　令和４年度の助成団体が決定しましたのでお知らせ
いたします。

　この度、社会福祉法人福島
県共同募金会の公式アカウン
トを開設いたしました。
　赤い羽根共同募金は、「じ
ぶんの町を良くするしくみ」と
して、お寄せいただいた地域
の福祉のために役立てられて
います。
　みなさまの温かいご寄付により福島県内で行われた
福祉活動などをご紹介してまいりたいと思います。ぜ
ひ、いいね＆フォローをよろしくお願いいたします。

福島県赤い羽根共同募金助成事業
（一般公募）助成先紹介

公式Instagramをはじめました！

社会福祉法人 福島県共同募金会
〒960-8141福島市渡利字七社宮111(福島県総合社会福祉センター内)
TEL(024)522-0822 FAX(024)528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/

赤い羽根で
ささえあい

パネルの会
精神障がいを持つ人々 の地域生活を支えるための
学びと交流の会「第22回パネルの会」開催事業

この助成事業の原資には、
令和３年度共同募金運動で寄せられた募金が
役立てられています。

福島市

本宮自主夜間中学
自主夜間中学の運営事業本宮市

ＮＰＯ法人郡山市聴力障害者協会
聴覚障がいへの理解や手話の普及を目的として
行う映画上映、イベント、勉強会等を行うための
備品整備事業（プロジェクタの購入）

郡山市

重症心身障がい児者と家族の会
スマイルリボン
重症児・医療的ケア児の災害時対策を考える
講演会開催事業

いわき市

ＮＰＯ法人ままはーと
重症心身障がい児者・家族が集う
「ままはーとcafé」における調理備品整備事業
（IHクッキングヒーターの購入）

いわき市

運営適正化委員会について

　平成 12 年の社会福祉法の改正により、福祉サー
ビスは、利用する人が必要なサービスを自分で選び、
事業者と契約を結んで利用するしくみに変わりまし
た。福祉サービスの利用者と福祉施設・事業所は「対
等」な関係となりましたが、利用者の権利擁護のた
め、その役割を担う第三者機関として「運営適正化
委員会」が各都道府県に設置されました。
　運営適正化委員会は、社会福祉法第８３条にある
とおり、①福祉サービス利用援助事業の適正な運営
の確保、 ②福祉サービスに関する利用者等からの苦
情の適切な解決を担っています。

　「日常生活自立支援事業」（あんしんサポート）
は、認知症などにより判断能力が十分でない
方を援助する事業です。サービスや利用者の
財産管理が適切に行われているかどうかを調査
し、必要に応じて、実施主体（福島県社会福
祉協議会）に助言・勧告を行います。

＜運営適正化委員会の主な役割＞
日常生活自立支援事業
（あんしんサポート）の運営監視

　福祉サービスの内容が契約した内容と違う、
職員の対応・態度・言葉遣いが悪い、何度言っ
ても改善してくれない、そのほか要望があると
き等々、利用者と福祉施設・事業所との話し
合いでは解決が困難な場合などに、専門知識
を備えた委員が中立な立場から解決方法を検
討し、苦情解決に努めます。

お問い合わせ・苦情相談の受付先

福島県運営適正化委員会
福島県総合社会福祉センター2階
TEL・FAX 024-523-2943

運営適正化委員会
ホームページ

8月号の「みらふく」は
お休みとなります。
来月号をお楽しみに。

福祉サービスに関する苦情の解決

�

�
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運営適正化委員会　選考委員会委員候補者の公示
　福祉サービス利用援助事業の適正な運営や福祉サービスに関する利用者等からの苦情を適切に解
決するために設置されている運営適正化委員会（社会福祉法第８３条）の委員の任期が令和４年９
月24日で満了となるため、社会福祉法施行令第１５条第３項に基づき、都道府県社会福祉協議会
の代表者が選考委員会の同意を得て運営適正化委員会委員を選任いたします。
　この度、本会では関係者の意見を踏まえ、選考委員会委員の候補者を次のとおり選任いたしまし
たので、お知らせいたします。
　なお、選考委員会の委員の選任についてご意見のある方は、下記により意見書を提出いただきま
すようお願い申し上げます。
　　　　令和４年８月９日 社会福祉法人

福島県社会福祉協議会
会長　 北　村　清　士

記

氏　名 性別 年齢 選考区分選考の理由
　西会津町民生児童委員協議会の会長であり、県内の民生委員児童
委員定数4,840名で組織する県民生児童委員協議会の副会長である。
常に地域住民の状況を把握し、必要な援助を行う立場にある民生児童
委員として活躍している。

１．委員の任期
　　選任された日から２年

２．委員候補者

３．意見書(用紙)の配布及び提出先
　　（１）社会福祉法人福島県社会福祉協議会
　　（２）県内各市町村社会福祉協議会
　　　
４．意見書の提出期限
　　令和４年８月２３日（火）正午
　　　
５．本件の公示期間
　　令和４年８月９日（火）～ 令和４年８月２２日（月）

６．本件に関するお問い合わせ先
　　社会福祉法人福島県社会福祉協議会（総務企画課）
　　〒960-8141　福島市渡利字七社宮１１１番地
　　TEL 024-523-1251　　FAX 024-523-4477

伊藤  哲雄
い    とう     てつ    お

男 公益を代表する委員��

　福祉に関する相談援助を行う専門職の組織である県社会福祉士会の
副会長であるとともに、障がい者福祉施設の運営や県内の各種研修会
の講師を務めるなど、長く社会福祉に携わっている。舟山  信悟

ふな やま     しん    ご
男 公益を代表する委員��

　会員総数68,000名を数える県老人クラブ連合会の会長として、永
年にわたり健康づくり活動やボランティア活動を積極的に実践してい
る。地域の高齢者の代表的存在である。

鈴木  泰雄
すず    き       やす   お

男 福祉サービスの
利用者を代表する委員��

　身体障がい者が生きがいをもって社会活動できる共生社会の実現を
目指し、障がい者の福祉向上に取り組んでいる県身体障がい者福祉協
会の会長である。

齋藤  俊藏
さい  とう      とし  ぞう

男 福祉サービスの
利用者を代表する委員��

　特別養護老人ホーム、デイサービスセンター等を経営する社会福祉
法人愛星福祉会の理事長であり、また県内161法人を会員とする県社
会福祉法人経営者協議会の会長である。社会福祉施設を経営する立
場の代表的存在である。

星  光一郎
ほし      こう いち ろう

男
社会福祉事業を
経営する者を代表する
委員

��

　県内59市町村社会福祉協議会で組織する県市町村社会福祉協議会
連絡協議会の副会長であり、また伊達市社会福祉協議会の会長であ
る。社会福祉協議会は地域福祉推進の要としての役割を担っており、
介護をはじめとした種々の福祉サービスを展開している。

木谷  直人
き     や        なお    と

男
社会福祉事業を
経営する者を代表する
委員

��
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県社協からのお知らせ

➡ ヨコのカギ

⬇ タテのカギ

●
●
●
●
●
●
●
●

人工衛星
サイン○○。ログ○○
NASAが1977年に打ち上げた無人惑星探査機
実物どおりに写しとること
飲食物の味加減を調べること
⇔ 黒い
主人や家人が外出している間、その家を守ること
億 ＜ 兆 ＜ 京 ＜ ○○

1
2
3
4
6
9
11
12

●
●
●
●
●
●
●

人体は37兆もの○○○○から成ります
位置が変わること
人間は考える○○である
神道の信仰に基づく祭祀施設 
ドクター
北欧の国の伝承に登場する妖精
犬に「そこで待て」と命令する時に使うコマンド

1
5
6
7
8
10
13

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

梁川ふれ愛ガーデン
（伊達市・就労継続支援B型）

オートミールクッキー＆
だっこくまクッキー

セット

今月のプレゼント

クロスワードにチャレンジ!

全部できたら二重ワクの6文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

1 5

7

11

12

13

2

4

9

8 10

A

3

F

6

E

B

C

D

ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。
令和4年9月14日（水）
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切
宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させていただく場合もございます。

A B C D E F

7月号の正解

カイジヨケン（介助犬）
多数のご応募
ありがとう
ございました

正解者から抽選で3名にプレゼントが当たる

メールでの
ご応募は
こちら！

期　日
令和4年11月11日（金）
日　程
12：15 ～ 13：00　受付
13：05 ～ 13：50　記念講演
13：50 ～ 14：10　休憩
14：10 ～ 15：15　式典
会　場
二本松市民会館
〒964-0937　二本松市榎戸一丁目92
記念講演
演題
「伝えることの大切さ
        伝わることのすばらしさ」

第76回 福島県社会福祉大会

https://w
w
w
.fukushim

akenshakyo.or.jp
E-m

ail 　

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載
・
複
製
を
禁
じ
ま
す
。

発
行
日
／
令
和
4
年
8
月
15
日　
　
　
　
　

制
作
・
印
刷
／（
株
）民
報
印
刷　

発
行・企
画
編
集
　
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
EL

（024

）523-1251 　

FA
X

（024

）523-4477

編集後記編集後記
　教員の方々の介護の仕事に対す
るイメージで、身体的負担や精神
的負担、労働時間、給与など、否

定的な評価が高かった。世間の評価も同様なものかも
しれない。我々一人ひとりが、福祉・介護の仕事につい
て、正しい情報を伝える取組みを行うことで、イメージ
は変わると思う。

（人材研修課　大和田誠）

「みらふく」に掲載さ
れていた事業所の取り
組みがとても素晴らし
いと思いました。これ
からも続けられるよ
う、各方面からの支援
がある事を祈ります。

(43歳　製造業)

いつも拝見させて頂いてお
ります。保育園でもICT
化が進んでいることを初め
て知り驚きました。関わり
の少ない分野のことも知る
ことが出来るため、とても
勉強になります。

(24歳　医療機関勤務)

介護分野での人材不足
が問題となっています
が、少子化でも保育人
材が問題となっているこ
とを知りました。働ける
環境を作っていく事が大
事なのだと思いました。

 （61歳　介護職）

6
月
号
へ
の

読
者
の
お
た
よ
りおお わ  だまこと

　これまで多年にわたり社会福祉活動の発展に功労
のあった方々を顕彰し、その活躍を期待するととも
に、震災からの復興に向け本県地域福祉の更なる充
実に向けた啓発を図る機会として開催します。なお、
今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、表
彰受賞者及びその引率者のみの参加とさせていただ
きますので、あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先
県社協　総務企画課（社会福祉大会担当）
〒960-8141　福島市渡利字七社宮111
TEL024-523-1251　FAX024-523-4477

[講師]
フリーアナウンサー 大和田 新 氏

おお  わ    だ  あらた

昨年度（第75回大会）の様子


